
職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

工業材料応用 
（Applied Industrial Materials） 

2単位 

（36H） 

大川 正洋 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     □ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 材料強度ならびに材料の各種試験・検査とその特徴、各種鉄鋼材料の選定と活用事例、疲労強度、熱処理に関する基礎知識を座学で学習 

     する。  

【概要】 金属材料の材料強度、各種工業材料の選定と活用事例、各種材料試験・検査、疲労強度、熱処理に関する基礎知識を習得することで、より 

     幅広く目的に合った材料と加工法の選択ができるようになる。 

【キーワード】 工業材料、材料試験 

 
到達目標 

1. 鉄鋼材料の種類とその用途、機械的性質と特徴、平衡状態図と金属組織の関係、応力-ひずみ線図の関係を説明できる。 

2. 工業材料製品の使用中の動的荷重（疲労強度）による強度について説明できる。 

3. 熱処理の目的、機械的性質、温度と時間について説明できる。 

4. 金属材料の各種試験・検査（超音波探傷検査）とその特徴について説明できる。 

5. 工業材料の選定、活用事例について説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 鉄鋼材料の購入と鋼材検査証明書  

2 鉄鋼材料の機械的性質と特徴、演習  

3 鋼材の平衡状態線図と金属組織  

4 金属熱処理の種類と目的、演習  

5 金属熱処理の条件、演習  

6 各種工業製品、製品の損傷例  

7 応力-ひずみ線図、演習  

8 材料強度（静的・動的）、演習  

9 中間試験  

10 金属疲労、材料の寿命  

11 材料試験の種類・特徴  

12 材料検査（超音波探傷検査、ほか）、演習  

13 材料試験・検査・演習  

14 工業材料の選択・活用例  

15 接合材料の種類・性質、演習  

16 ステンレス鋼の性質と特徴、活用例  

17 非鉄金属の性質と特徴、活用例  

18 期末試験  

 

評価方法 
中間試験（50％）、期末試験（50％）の結果を勘案して、総合的に成績評価を行う。 

中間試験、期末試験の合格ラインは60点以上とする。 

教科書及び参考書 
教科書： 自作プリント 

参考書： 



主な使用機器等 ノート型パソコン、プロジェクタによる投影と、ホワイトボードへの板書を併用する。 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程 
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

エネルギー工学 
（Energy Engineering） 

 2単位 

(36H) 
藤井 信之 

 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 ニュースや新聞にでてくるエネルギー関連の情報が理解できる。我々の日常生活や将来と密接に関係している石炭・石油・天然ガスなどの化 

     石燃料、原子力発電、リサイクル可能なエネルギー、新エネルギー源、環境問題そして原発事故、高速炉、核融合炉に関する現状を学び長 

     所、短所が理解できる。 

【概要】 エネルギー関連の単位、エネルギーの基本法則、エネルギーの計算例、エネルギー資源、化石燃料、核分裂、核燃料サイクル、原発事故、 

     核融合、新エネルギー源、環境問題、風力発電、水力発電、太陽光発電、燃料電池などについて学ぶ。 

【キーワード】 エネルギーの基礎、各種エネルギー、エネルギー問題 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1 過去、現在、近未来、未来にわたる主要エネルギー源について説明することができる。 

2 化石燃料（石油・石炭･天然ガス）の将来像について説明することができる。 

3 メジャー、OPEC、第一次・第二次オイルショック、エネルギー価格の変遷について説明することができる。 

4 核分裂を用いた炉（PWR、BWR、FBR）、核融合炉について説明することができる。 

5 原発の廃棄物処理、原発事故、地球温暖化、環境汚染の現状について説明することができる。  

6 水力発電、地熱発電、風力発電、太陽光発電、潮汐発電、バイオマスについて説明することができる。 

7 海洋温度差発電、メタンハイドレード、シェールガス･オイル、燃料電池について説明することができる。 

8 ニュースや新聞にでてくるエネルギー関連の用語が理解でき、説明することができる。 

 
授業計画 備考 

1 エネルギー関連で使用する単位  

2 熱力学の基礎  

3 過去から未来に至る使用エネルギー源の変遷  

4 化石燃料と使用可能年数  

5 エネルギー価格の変遷(メージャーとOPEC)  

6 軽水炉(核分裂)の原理  

7 軽水炉(核分裂)の構造  

8 高速炉  

9 中間試験  

10 核燃料サイクル  

11 核融合炉  

12 廃棄物処理  

13 原発事故  

14 地球温暖化と環境汚染  

15 その他のエネルギー(水力、地熱、風力)  

16 その他のエネルギー(太陽光、潮汐、バイオマス、海洋温度差)  

17 その他のエネルギー(メタンハイドレード、シェールガス・オイル、燃料電池)  

18 期末試験  

 



評価方法 試験結果及び課題提出（80％）及び授業態度(20％)で評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 自作資料 

参考書：図解 エネルギー工学（森北出版） 

主な使用機器等 ノートパソコン、プロジェクタ 

その他 携帯電話の電源オフ、居眠り･私語厳禁 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

精密加工学 
（Precision Machining） 

2単位 

（36H） 

二宮 敬一 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 光ディスク装置やＤＶＤ、ＣＤなどの光デバイスの発展がめざましく、多種多様のものが研究開発されている。この光応用分野の発展に伴い高 

精度な加工技術が求められている。本授業を学習することにより、これらの先端加工分野において実践できる能力を養うことを目的とする。 

【概要】 精密加工学は、将来の超精密加工への展開の基礎となるべく先端技術の学問である。刃物を用いる超精密切削加工、砥粒を用いる研削加 

工、化学・電気的エネルギーを付加した加工技術について関連付けができる。 

【キーワード】 精密加工 

 
到達目標 

1. 精密生産技術の変遷、精密加工の概念、精密加工の必要性について精密加工の重要性が説明できる。 

2. 測定対象に対応した最適な測定法について検討し選択することができる。 

3. 研削加工技術について理解し、研削による精密加工を計画実施できる。 

4. 電気、光エネルギー等を利用した精密加工技術について学習し、先端加工分野での応用を計画できる。 

 
授業計画 備考 

1 加工精度向上の歴史  

2 精密加工の必要性  

3 精密加工の適用例  

4 設計での基本的検討項目  

5 精密加工の３大要素  

6 精密加工におよぼす間接要因  

7 精密加工におよぼす環境要因  

8 表面性状の評価方法  

9 非接触測定の特徴  

10 中間試験  

11 研削加工  

12 切削加工と研削加工の違い  

13 研削加工の加工性能に  

14 遊離砥粒を用いた加工技術に  

15 電気、光エネルギー等を利用した精密加工技術  

16 高エネルギー加工技術の将来動向  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 期末試験（60％）、中間試験・出席状況とレポート内容（40％）により評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 講義に沿って講義レジュメを配布する。 

参考書：  

主な使用機器等 プロジェクタ、スクリーン 



その他 機械専攻の3年生までのものづくりに関する科目を履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス 

課程名： 総合課程         
 

専攻／指導科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

シミュレーション工学 
（Simulation Engineering） 

2単位 

(36H) 

大川 正洋 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     □ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 機械工学をはじめとして、あらゆる分野で様々なシミュレーションが活用されている。しかし、シミュレーションソフトをブラックボックスとして 

       使用することは大変危険なことである。特に、機械工学分野のシミュレーションでは、重大事故や災害といった人的、社会的被害を引き起 

       こし、設計者は大きな責任を負うことになる。 

     本講義では、シミュレーションソフトをブラックボックスとして使用するのではなく、その内容をよく理解した上でシミュレーションを行い、得ら 

     れた結果を正しく実設計に有効に活用できる能力を習得することを目的としている。 

【概要】 製品の多様化が進み、製品のライフサイクルもますます短くなり、製造物責任も厳しく求められている中で、設計期間の著しい短縮、確かな品

質確保のために製品設計には数値シミュレーションの活用は欠かせない状況となっている。 

     本講義では、機械工学分野の数値シミュレーションの概要と、その基礎理論、シミュレーション結果の実設計への活用手法について学ぶ。 

     学習後は、職業訓練施設ならびに民間企業において、数値シミュレーションを活用した設計の教育・訓練や、開発・生産技術業務に従事でき 

     ることを目標としている。 

【キーワード】 CAE概要、強度剛性解析 

 
到達目標 

1. 機械工学分野における数値シミュレーションの概要を説明でき、その有効性について活用事例を挙げて示すことができる。 

2. 数値シミュレーションのアルゴリズムを明示できる。 

3. 数値シミュレーションのための有限要素法について、弾性解析を対象としてその内容を数式で簡潔に記述できる。 

4. シミュレーション結果として得られる三次元応力、ひずみについて正しく評価できる。 

5. 数値シミュレーションを実設計に活用できる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、シミュレーションの意義、現状  

2 有限要素法シミュレーション  

3 モデル化手法  

4 有限要素法と差分法  

5 一次元トラス  

6 二次元トラス  

7 仮想仕事の原理  

8 仮想仕事の原理による剛性方程式の導出  

9 BマトリクスとDマトリクス  

10 中間試験  

11 二次元弾性有限要素法 （剛性方程式の導出）  

12 二次元弾性有限要素法 （ひずみ、応力の算出）  

13 応力ベクトルと応力テンソル  

14 ひずみテンソル  

15 平面問題  

16 構成式  

17 シミュレーション結果の実設計への活用法  

18 期末試験  

 



評価方法 確認テスト（5回）（20％）、 試験（2回）（80％） 

教科書及び参考書 

教科書：  

参考書：  

有限要素法入門（改訂版）（三好俊郎： 培風館： ISBN4-563-03490-8） 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、ビデオ 

その他 

1年次前・後期必修の「線形代数Ⅰ、Ⅱ」を履修済みであること。 

2年次前期・後期必修の「材料力学Ⅰ、Ⅱ」を履修済みであること。 

4年次前期に本講義と並行して開講される「ＣＡＥ実習」を受講することが望ましい。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

微分方程式 
(Differential Equation) 

2単位 

(36H) 

石川 哲 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 微分方程式は、工学に現れる現象を記述する。そして、微分方程式の解を求めることにより、工学に現れる現象を予測することが可能になる。例え 

ば、常微分方程式により、力学的あるいは電気的な振動現象を記述し、その解を求めることにより、振動現象を予測することが可能になる。また、例え 

ば、偏微分方程式により、熱現象や波動現象を記述し、その解を求めることにより、熱現象や波動現象を予測することが可能になる。本授業では、常微 

分方程式や偏微分方程式などの微分方程式の解法を学習する。 

 
到達目標 

1. さまざまな工学の現象を常微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

2. 熱現象や波動現象などを熱方程式や波動方程式などの偏微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

 
授業計画 備考 

1 常微分方程式,偏微分方程式と工学  

2 変数分離形、同次形の常微分方程式  

3 1階線形常微分方程式、ベルヌーイ、リッカチ、クレーロー、ラグランジュの常微分方程式  

4 ２階定数係数線形常微分方程式、高階定数係数線形常微分方程式（斉次形）  

5 連立常微分方程式  

6 ２階線形常微分方程式(非斉次形)：未定係数法、演算子法  

7 ラプラス変換  

8 ラプラス変換の常微分方程式への応用  

9 常微分方程式の級数解法：ガウス, ルジャンドル、ベッセルの微分方程式  

10 常微分方程式の数値解法  

11 中間試験  

12 1階偏微分方程式  

13 フーリエ級数,フーリエ変換  

14 熱方程式  

15 波動方程式  

16 ラプラス方程式  

17 偏微分方程式の数値解法  

18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（60％）と期末試験（40％）を実施し 60 点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
教科書：自作パワーポイントレジュメ 

参考書：テクノロジーへの解析学（佐野茂、大野成義、東京図書） 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

複素解析 
(Complex Analysis) 

2単位 

(36H)  

百名 亮介 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次後期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

  微積分学は実数から実数への関数を扱い、工学に現れるさまざまな量を扱うために不可欠であった。 複素解析学では複素数から複素数への関 

数を扱う。実数の関数を複素数の関数として考えることにより、実数の関数の問題(例えば、定積分の計算)が容易に解決できる場合がある。これによ 

り、工学に現れるさまざまな量を容易に扱うことができるようになる。本授業では、複素関数の微分、積分などの計算や、複素解析の実関数の積分計 

算への応用などを学習する。 

 
到達目標 

1. 複素関数の微分、積分を求めることができる。 

2. 留数の定理を用いて、実関数の積分値iを計算することができる。 

 
授業計画 備考 

1 複素数と複素平面、  

2 整関数、一次分数関数とその性質  

3 複素関数の微分と正則関数  

4 コーシーリーマンの方程式  

5 三角関数、指数関数とその性質  

6 対数関数、べき関数とその性質  

7 複素関数の積分  

8 コーシーの積分定理、  

9 コーシーの積分公式  

10 演習  

11 中間試験  

12 正則関数のべき級数展開  

13 孤立特異点、ローラン展開  

14 留数と留数定理  

15 実数関数の積分計算への応用1  

16 実数関数の積分計算への応用2  

17 演習  

 18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（50％）と期末試験（50％）を実施し60点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
参考書： 複素関数キャンパスゼミ（馬場敬之、マセマ出版） 

      ドリルと演習シリーズ応用数学(日本数学教育学会高専・大学部会編集,電気書院) 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

安全衛生管理 
(Safe Hygiene Management) 

2単位 

(36H) 

 中村 瑞穂 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 健康で、事故・災害のない労働力が日本の「ものづくり」を支える大きな力であり、品質、環境及び安全衛生管理はこれらの三本柱で、それぞ

れ正しく組み合わせ、管理レベルを向上させなければならない。具体的には、労働安全衛生法と関係の深い労働基準法の理解ができ、また

国際安全規格に順守した品質安全規格の正しい理解ができること。 

【概要】 安全第一の意義を把握させ、それらを取り巻く法律の目的、実施体制、罰則規定を理解させる。過去の災害・事故判例違反等を取り上げ討

論を行い、レポートとして提出させる。また、ISO安全基準を理解するため、演習を取り入れ学生自ら基準にマッチした製品設計演習をおこな 

       う。 

【キーワード】 機械設備の安全対策、作業者の安全対策、セーフティ・アセスメント 

 
到達目標 

1. 労働基準法の概要について事業者、労働者の定義や労働契約、賃金、解雇など制約と労働安全衛生からみた労働時間と労働環境について説明

ができる。配布した資料等を見ながら説明ができる。 

2. 国際安全規格体系とその特徴について安全の定義、規格の階層化、リスクアセスメント等の国際安全規格の仕組みについて説明ができる。授業で

配布した資料を見ながら説明ができる。 

 
授業計画 備考 

1 労働安全と製品安全の持つ意味  

2 国際安全規格体系  

3 製品安全にけるリスクアセスメントとその演習（1）  

4 製品安全にけるリスクアセスメントとその演習（2）  

5 安全方策の基本的安全設計、安全防護、追加予防方策、使用上の情報作成  

6 停止安全とガード安全の考え方  

７ ISO/IECガイド51によるガード設計  

８ ライトカーテン設置基準と危険体からの安全距離  

９ 中間試験  

１0 安全確認型システムの基本的な考え方  

11 安全性の論理的表現  

12 リスク低減方法の検証  

13 我が国における機械の包括的安全基準と今後求められる安全管理  

14 労働安全衛生法のポイントの解説  

15 労働安全衛生法と相まって労働基準法のポイントの解説  

16 労働安全衛生法における災害分析とその方法  

17 労働安全衛生法における安全基準  

18 定期試験  

   

評価方法 中間試験（50％），定期試験（50％） 

教科書及び参考書 
教科書： 自作プリント、その他 

参考書：  



主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

生産システム工学 
（Production Systems 

 Engineering） 

 2単位 

（36H） 

    中村 瑞穂 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 製造業において生産性向上、コストダウンには情報システムを活用した生産設備の自動化が不可欠である。そのため、加工、搬送、計測、検 

       査の自動化および情報システムについての技術、知識を習得することが目的である。 

【概要】 生産自動化システムの形態、システムを構成する産業用ロボット、搬送機器システム、ワーク搬送装置、自動計測装置、自動検査装置、情 

報システムなどについての概要と導入事例などについて学ぶ。 

【キーワード】 自動化システム、生産システム 

 
到達目標 

1. 生産情報システムについて資料等を活用して説明できる。生産情報システムに関して、ネットワーク技術、コンピュータ、CIMなどについてのポイント 

  が述べられること。 

2. 生産自動化システムについて資料等を活用して説明できる。生産自動化システムを構成しているNC工作機械、産業用ロボット、ハンドリング装置、 

  計測・検査の自動化などについてポイントが述べられていること。 

3. 生産システムの企画、構築、運用について、資料等を活用して説明および企画ができる。生産システムを構成している生産情報システム、生産自 

  動化システムについてのポイントが述べられていること。 

 
授業計画 備考 

1 生産システムの概要  

2 CAD/CAM/CAE について  

3 生産情報システム（ネットワーク技術、コンピュータ、PDM、生産管理理ステムなど）  

4 数値制御（NC）工作機械について  

5 産業用ロボットについて  

6 産業用ロボットの導入事例  

7 自動化システムにおける組立作業  

8 自動化システムにおける搬送装置  

9 自動化システムにおける貯蔵装置、工具供給装置  

10 自動化システムにおける工具の供給装置  

11 自動化システム導入事例(1)  

12 自動化システム導入事例(2)  

13 自動化システムにおける計測・検査  

14 自動化システムまとめ  

15 生産システムの保全  

16 保全性設計技術  

17 生産システムのまとめ  

18 期末試験  

 

評価方法 レポート（40％）、期末試験（60％） 



教科書及び参考書 
教科書：自作テキスト 

参考書：  

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、スクリーン 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

技術英語 
（Engineering English） 

 2単位 

 （36H） 市川 修 

藤井 信之 

垣本 映 

池田 知純 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 産業のグローバル化に伴い、英語による情報収集や発信の重要性が高まり、専門知識を有する大学生にとって、技術英語の文章読解・作 

       成能力ならびに英語でのプレゼンテーションスキルは必要となってきる。 

       本講義では、機械分野における英語の論文・マニュアル・専門書等を読む力、英語論文や英語要旨を書ける力、英語でプレゼンテーション 

       ができる力を身に付ける。 

【概要】 一般教育科目の英語教育の知識を前提とし、機械分野において必要となる専門的な技術英語を学習する。 

【キーワード】 技術英語、文献検索 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1. 機械系に関連する技術英語を読解および和訳ができる。 

2. 機械分野の英語論文・資料を読解できる。  

3. 技術英語の文章がわかりやすく、正しく，簡潔に書ける。  

4. 英語でプレゼンテーションができる。  

 
授業計画 備考 

1 技術英語の基礎  

2 機械分野における技術英語の専門用語  

3 機械分野における技術英語の表現方法  

4 機械分野における英語書籍の講読（1）  

5 機械分野における英語書籍の講読（2）  

6 機械分野における英語書籍の講読（3）  

7 機械分野における英語論文・資料の検索方法  

8 機械分野における英語の文献講読（1）  

9 機械分野における英語の文献講読（2）  

10 機械分野における英語の文献講読（3）  

11 機械分野における英語の文献講読（4）  

12 機械分野における英語の文献講読（5）  

13 機械分野における英語の文献講読（6）  

14 機械分野における英語のマニュアル・資料等の講読（1）  

15 機械分野における英語のマニュアル・資料等の講読（2）  

16 技術英語プレゼンテーション技法（1）  

17 技術英語プレゼンテーション技法（2）  

18 技術英語プレゼンテーション技法（3）  

 

評価方法 演習（70％）、プレゼンテーション（30％）で受講者の学習到達度を評価する。 



教科書及び参考書 
教科書： 機械分野における英語の書籍・文献・マニュアル 

参考書：  

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、スクリーン 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス 

課程名： 総合課程           
 

専攻／指導科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

CAE実習 
（Practice of CAE） 

1単位 

(54H) 渡邊 正人 

太田 和良 

笹川 宏之 

都築 光理 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次Ⅰ期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 機械工学分野における各種の設計にあたっては、設計ツールとしてシミュレーションソフトの活用は必須となっている。 

     本実習では、シミュレーションソフトの操作法、得られたシミュレーション結果の評価法を学び、シミュレーションソフトを活用した効率的で、 

     確かな品質の製品を作り出すための設計手法を習得する。 

【概要】 一般的な数値シミュレーションソフトを使用し、実設計におけるシミュレーション活用法を学ぶ。対象とするシミュレーション分野は、機械工学 

     分野で多用されている構造解析、機構解析、流体解析である。学習後は、職業訓練施設ならびに民間企業において、数値シミュレーションを 

     活用した訓練指導や設計業務に従事できるレベルに到達することを目指す。 

【キーワード】 CAE概要、構造解析、機構解析、流体解析 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. CAE解析のために必要なハードウエアの構成、選定ができる。 

2. CAE解析用ハードウエアの操作ができる。 

3. 構造解析、機構解析、流体解析に関して、解析の目的に合ったソフトウエアの選定ができる。 

4. 構造解析、機構解析、流体解析のためのモデリングができる。 

5. 構造解析、機構解析、流体解析のための境界条件の設定ができる。 

6. 構造解析、機構解析、流体解析結果の出力と評価ができる。 

7. 構造解析、機構解析、流体解析結果を実設計に活用できる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、ＣＡＥシステムのハードウエア  

2 ＣＡＥシステムのソフトウエア  

3 構造解析のためのモデリングと境界条件設定  

4 構造解析のための計算実行  

5 構造解析シミュレーション結果の出力・評価法  

6 構造解析シミュレーション結果の実設計への適用手法  

7 構造解析応用課題、課題の評価(1)  

8 構造解析応用課題、課題の評価(2)  

9 機構解析のためのモデリング  

10 機構解析のための境界条件設定と計算実行  

11 機構解析シミュレーション結果の出力・評価法  

12 機構解析シミュレーション結果の実設計への適用手法  

13 機構解析応用課題、課題の評価(1)  

14 機構解析応用課題、課題の評価(2)  

15 流体解析のためのモデリングと境界条件設定  

16 流体解析のための計算実行と結果出力・評価  

17 流体解析シミュレーション結果の実設計への適用手法  

18 流体解析応用課題、課題の評価  

 



評価方法 
小テスト（30％）や課題（70％）により、CAEシステムハードウエアならびにシミュレーションソフトウエア操作法の理解度、

シミュレーション結果の評価能力で評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 有限要素法入門（改訂版）（三好俊郎： 培風館： ISBN4-563-03490-8） 

参考書： 開発テキスト「有限要素法の基礎」 笹川宏之、 職業能力開発総合大学校 （毎回実習時に配布） 

主な使用機器等 
パソコン、プロジェクタ、ビデオ、CADシステム。CAEシステム、構造解析シミュレーションソフト、機構解析シミュレーション

ソフト、流動解析シミュレーションソフト 

その他 

1年次前期・後期必修の「線形代数Ⅰ、Ⅱ」を履修済みであること。 

2年次前期・後期必修の「材料力学Ⅰ、Ⅱ」を履修済みであること。 

4年次前期に本実習と並行して開講される「シミュレーション工学」を履修中であることは必須である。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

卒業研究 
（Graduation Research） 

 10単位 

（540H） 
教員21名 

（内容欄参照） 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次通年 必修 

 
授業方法 □ 対面授業     □ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 3年次までに学んだ知識・技術等をベースとして、専門的な学問領域について、各指導教員の下で研究活動を行う。 

【概要】 個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができるようになる。 

【キーワード】 プレゼンテーション、ディスカッション、研究論文の作成 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

 個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができるようになる。 

 
授業計画 備考 

1 研究テーマの決定と研究計画の作成  

2 

（教員毎の研究テーマ） 

「AI チャットボットに基づく用途・使用条件の推奨に関する研究」 

「汎用フライス盤を用いた摩擦攪拌接合における各種接合因子の影響」 

「メカトロニクス技術を応用した生活支援機器の研究開発」 

「メカトロニクス装置の構成と制御法に関する研究」 

「製造企業の技能分析技法及び技能継承システムに関する研究」 

「メカトロニクス及びロボティクス活用に関する研究」 

「障がい者スポーツへの工学的支援に関する研究」 

「安全確認原理に基づくW-SDSによる安全作業手順に関する研究」 

「一次元熱方程式の逆問題に対する囲い込み法の数学解析」 

「旋盤チャックの把持力の可視化による技能習得に関する研究」 

「金属-樹脂接着の要因と離型力への影響」 

「車両の加速性能評価実習装置の開発」 

「境界潤滑条件下における機械摺動面のテクスチャ評価」 

「農業用パワーアシストスーツによる重量物持ち上げ動作の筋シナジー解析」   

「プラズマアクチュエータを用いた境界層制御に関する研究」 

「高純度鉄の薄板におけるすべり挙動の評価」 

「アーク溶接中に発生する光の有害性評価」 

「電子デバイス等の機械的熱設計支援システムの開発」 

「三次元表面性状パラメータにおける種々の金属板のテクスチャ評価」 

「空気圧制御システムの特性改善に関する研究」 

「同軸反転機構を用いた都市型小水力発電システムの開発」 

（研究指導） 

平野健次 教授 

藤井信之 教授 

垣本 映 教授 

市川 修 教授  

村上智広 教授 

原 圭吾 教授  

池田知純 教授  

中村瑞穂 准教授 

百名亮介 准教授 

古賀俊彦 准教授 

太田和良 准教授 

小林浩昭 准教授 

二宮敬一 准教授 

新家寿健 准教授 

渡邊正人 准教授 

大川正洋 准教授 

中島 均 准教授 

笹原康介 助教 

吉田 瞬 助教 

森口 肇 助教 

都築光理 特任助教 

 

3 研究テーマに関する文献調査  

4 研究テーマに関する実験計画  

5 研究テーマに関する実験装置等の設計・製作  

6 卒業研究中間発表会  

7 研究テーマに関する実験  



授業計画 備考 

8 研究テーマに関する実験データの整理・解析  

9 卒業研究発表会要旨の作成  

10 卒業研究論文の執筆  

11 卒業研究発表会のプレゼンテーションの資料作成と発表準備  

12 卒業研究発表会  

 

評価方法 
卒業研究への取組み姿勢（30％）、中間発表（10％）と研究発表（10％）及び卒業研究論文（50％）により、成績を総合

的に評価する。 

教科書及び参考書 卒業研究テーマにより、各教員が専門書及び参考文献などを指示する。 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、卒業研究を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他 教員毎の研究テーマに従い、各教員が上記授業計画の内容を実施すること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

機械保全工学 
（Applied Skills PracticeⅢ） 

 2単位 

（36H） 

笹川 宏之 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 製品の品質が良ければ、コストはどんなにかかっても良いということはなく、さりとて、安ければすぐにこわれても構わないということもない。 

     これは、日常生活でふだん体験することであるが、同じことは、生産設備についてもいえる。ただし、生産設備の場合には、故障が発生すると 

       納期遅れ、設備・従業員の遊休化、顧客からの信頼の損失など付随して、多大の間接的なコストがかかることを忘れてはならない。そこで、 

       コストを考慮して最適な状態に設備を保つ考え方についてこの授業では学ぶ。これにより、技術者としての視点だけではなく経営者としての視 

       点も養う。 

【概要】 コストを最適化する保全とはどのようなものか、それをどのように評価するのかを学ぶ。次に、それと密接に関係する品質管理についてその 

       主要な評価ツールを学ぶ。最後に機械保全の実例として自動生産設備の保全の実例をケーススタディとして取り上げる。 

【キーワード】 保全計画、七つ道具、故障解析 

 
到達目標 

1. 機械保全の基礎としてコスト面から見て最適な保全をめざす考えがあることをふまえ、具体的にその応用例や利点をあげることができる。 

2. 機械システムの原理を理解し具体例を学ぶことで、保全実務に携わる際にとまどうことなく必要な処理ができるようになる 

3. 各保全のケーススタディについて具体例を学ぶことで、保全実務に携わる際にとまどうことなく必要な処理ができるようになる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス  

2 機械保全の基本的考え方  

3 保全の状態を表す用語と故障解析  

4 機械要素の保全（ねじの軸力）  

5 機械要素の保全（ねじのゆるみと対策）  

6 機械要素の保全（部品の強度と対策）  

7 機械要素の保全（軸受けの摩耗と対策）  

8 機械要素の保全（軸受けの強度と対策）  

9 密封装置の保全（オイルシール、O リング）  

10 密封装置の保全（ガスケット、FIPG  

11 自動機の保全（PLC,供給っ装置）  

12 自動機の保全（挿入機構、移送装置）  

13 エンジン、ギアボックスの保全  

14 鉄道、飛行機の保全  

15 自動車の保全  

16 品質管理の必要性と七つ道具、故障解析  

17 保全のケーススタディ（2 回）  

18 試験  

 

評価方法 課題提出（50％）と試験（50％）により評価する。 



教科書及び参考書 
教科書： 講義レジュメ配布 

参考書： 日本プラントメンテナンス協会の機械保全関係の各種書籍 

主な使用機器等 実習を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程         
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

技能応用実習Ⅱ 
（Applied Skills PracticeⅡ） 

 2単位 

（108H） 

全教員 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 □ 対面授業     □ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 実習目標を掲げ、技術・技能の向上を目指す。 

【概要】 1・2・3年次の実習および学科目で修得した技能、技術、知識を生かし技能検定などの課題を各自が取り組む。 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

 個別に実習課題テーマを決定し、実習計画を立案、実行し、評価を行う。 

 
授業計画 備考 

1 実習課題と実習計画の立案  

2 課題実習  

3 成果物の評価  

4 報告書の作成   

5   

6   

7   

8   

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

16   

17   

18   

 

評価方法 実習への取組み姿勢（30％）、成果物（70％）により、成績を総合的に評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：  

参考書：  

主な使用機器等 実習を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

技能応用実習Ⅲ 
（Applied Skills PracticeⅢ） 

 2単位 

（108H） 

全教員 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 必修 

 
授業方法 □ 対面授業     □ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 実習目標を掲げ、技術・技能の向上を目指す。 

【概要】 1・2・3年次の実習および学科目で修得した技能、技術、知識を生かし技能検定などの課題を各自が取り組む。 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

 個別に実習課題テーマを決定し、実習計画を立案、実行し、評価を行う。 

 
授業計画 備考 

1 実習課題と実習計画の立案  

2 課題実習  

3 成果物の評価  

4 報告書の作成   

5   

6   

7   

8   

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

16   

17   

18   

 

評価方法 実習への取組み姿勢（30％）、成果物（70％）により、成績を総合的に評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：  

参考書： 実習および講義で配布した資料 

主な使用機器等 実習を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程         
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

機械専攻 

自動化機器製作課題実習Ⅱ 
（Assigned Practice of Design  

and Manufacturing of  
Automation EquipmentsⅡ） 

 1単位 

（54H） 
池田 知純 

森口 肇 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次Ⅰ期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 自動化機器の製造現場では、自動化・省力化・コンピュータ統合生産化技術をもとに、顧客の要求事項にしたがって製品のプランニング 

     から設計・製造・検査を一貫して実施している。この実習において、自動機器の製作工程を経験することで、仕様書などに従って自動化機器 

       の細部まで機能設計・製作できる能力を身に付ける。さらに、各測定機器を用いて製作した自動化機器を評価し、報告書を作成できる能力 

       を身に付ける。 

【概要】 自動化機器を課題に、設計・加工・組立・制御の一貫した製品製造技術を習得する。 

【キーワード】 自動化システム、コンピュータ制御システム 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 設計仕様を読み取とれる。 

2. 各種部品のデータシートを参照し、制御装置の製作ができる。 

3. 3年次までに学んできた内容を活かし、制御プログラムを作成し、仕様を満足する制御ができる。 

4. 最終報告書の作成ができる。 

 
授業計画 備考 

1 制御仕様  

2 入出力回路の動作確認  

3 制御プログラムの作成   

4 制御プログラムの作成   

5 制御プログラムの作成   

6 制御プログラムの作成   

7 制御プログラムの作成   

8 動作確認   

9 報告書の作成   

 

評価方法 
出席率4/5以上であること。 

成果物の出来栄え、報告書の内容で総合的に評価する（100％）。 

教科書及び参考書 
教科書： 自作テキスト 

参考書： 

主な使用機器等 FAシステム、パーソナルコンピュータ、PLC、タッチパネル、各種電気・電子計測機器 

その他 
実習服を着用すること。 

感電には十分に注意すること。 
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